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成果の概要 / 島川 祐一 

 

International Workshop on Oxide Electronics（iWOE: 酸化物エレクトロニクス国際ワークシ

ョップ）は、1995年に始まり、今回で 26回目の開催を迎える伝統ある国際会議である。銅

酸化物高温超伝導の発見を契機として、酸化物の多様な物性と機能を俯瞰的に議論してそ

の学術と技術の可能性を広げるフォーラムを提供してきた。当該研究分野における重要な

最新研究成果が発表されることから、その誘致も競争率が高く熾烈であるが、2019年度のアジ

ア開催にあたり、日本の酸化物エレクトロニクス研究を先導する研究者が中心となり京都での

開催を誘致し、国際組織委員会でのコンペティションを勝ち取ったものである。 

会議は、2019年 9月 29日～10月 2日までの 4日間、京都大学・化学研究所のおうばくプ

ラザ（きはだホールでの講演と併設セミナー室でのポスター発表）で行った。参加者は 18 か国

から 170名以上あり、12件の招待講演、24件の口頭発表に加えて、2日間で 116件のポスタ

ー発表が行われた。発表は「酸化物エレクトロニクス」の材料設計、作製から機能特性評価や

デバイス構築などに関わる広範な分野をカバーし、最新情報の交換のみならず、本ワークショ

ップの特色である並行セッションを排した同一会場での進行により、活発で深い議論を展開す

ることができた。 

 

プログラムの構成とトピックスは以下のとおりである。 

9月 29日：  ウェルカム 

9月 30日： Transparent Conducting Oxides and Interfaces 

  Mechanical Control of Oxides 

  Nano-scale Ferroelectricity/Flexoelectricity 

10月 1日： Nano-scale Characterizations and Devices I 

  Interfaces and Electric Field Induced Effects 

  Nano-scale Characterizations and Devices II 

  バンケット 

10月 1日： Heterostructures and Superlattices 

  Spin-Orbit Interaction and Topological Properties 

 

日本からの招待講演者として、材料研究を牽引している細野秀雄教授（東工大）と最先端テ

ラヘルツ分光評価の田中耕一郎教授（京都大）に加え、独マックスプランク固体研究所のディ

レクターである高木英典教授（兼、東大）の 3 名を迎え、酸化物エレクトロニクス分野における

フロントランナーとしての日本の現状を国際的な視点からアピールすることもできた。また、多く

の若手研究者の参加があり、一般口頭講演では積極的に若手を登用して活発な議論を展開

すると共に若手研究者の積極的な成果アピールの場とすることができた。発表の中で特に大

きな注目を集めたのは、ごく最近に Nature 誌に掲載され、トピックスにも取り上げられた Ni 酸



化物での超伝導の発見（米国、スタンフォード大学）の報告である。最新の研究成果について、

実験の詳細を含め報告され、発表終了後も多くの質疑を受けるものであった。 

本ワークショップが対象とする酸化物エレクトロニクス研究分野は、近年、原子レベルでの材

料制御技術が急速に進歩したことで、界面特有の新しい物性・機能が相次いで見出されてい

る。発表された酸化物薄膜やヘテロ構造の作成とそれらが示す新奇な物性に関する成果は、

学術的に重要であるばかりでなく、新規な機能素子・デバイスの開発に向けて社会からも強く

期待されるものである。 

 

ポスターセッションでは 100 件以上の発表の中から、9 月 30 日と 10 月 1 日の 2 日間にわ

たり 100 件以上の発表があった。その中から 4 件の優秀ポスター賞を表彰した。また、酸化物

エレクトロニクス分野の発展に貢献すると思われる優れた研究を行った若手研究者（40歳未満）

には、iWOE prize として毎年表彰を行っており、今回のワークショップでも会議に先立ち 7 月

末に応募を受け付け、本ワークショップ期間で最終の選考を行い、2 名の受賞者を決定、表彰

した。なお、iWOE prizeおよびポスター発表賞は AIP (American Institute of Physics)が発行す

る材料研究誌 APL Materials と提携し、本賞の副賞として賞金も授与した。 

 

 

 



会議の様子 

 

 

 


